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食品の機能性の探究
看護栄養学部栄養健康学科
古場　一哲　教授

　食事によるメタボリックシンドロームの改善は重要
な課題であり、食品の機能性研究はその一方策とな
る知見を与えます。食品に含まれる特定の成分の生理
作用を作用機序まで含めて明らかにすることは、食品
の機能性を知る上で重要で不可欠なことです。そして
種々の成分の機能性に関する知見が集積されてきます
と、それらの成分を含む食品そのもの（日常生活で利･
活用する全体としての食品）の機能性の評価も可能に
なり、このことは食品の機能性の社会的な価値を高め
ることに繋がっていきます。
　当研究室では現在、黒大豆を研究テーマの一つにし
ています。黒大豆は大豆の品種の一つで、種皮に有色
色素であるアントシアニンなどのポリフェノール類を
含んでいるのが特徴です。これまでに抗酸化性の他、
種皮ポリフェノール類の様々な生理作用が明らかにさ
れています。黒大豆の本体部分には、大豆タンパク質、
イソフラボン、フィチン酸、オリゴ糖など多くの機能性

成分が含まれます。当研究室では、これまでに大豆に
含まれるタンパク質が脂質代謝調節機能や血圧調節
機能を含む広範な生体調節機能を有することを、実験
動物を用いた摂食試験で明らかにしてきました。黒大
豆のように複数の機能性成分を含む食品では、それら
の成分が相加的•相乗的に作用することが可能性とし
て考えられますが、そのことを科学的に評価する研究
はまだ限られています。一般に、食品を発酵するとその
食品の機能性が修飾される場合があります。黒大豆に
含まれるイソフラボンやポリフェノール類は配糖体で
あるため体内に吸収されやすくはないのですが、微生
物発酵によりこれらの成分がアグリコン化され糖が外
れた型になれば吸収率が向上して機能性が高まる可
能性があります。これらのことを踏まえ、当研究室では
黒大豆の食品全体としての機能性評価に加え、その機
能性が微生物発酵により修飾されるのかについて研
究を行っています。

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト校。
すぐ近くの大学でどのような研究が行われている
かをシリーズで紹介していきます。

図　微生物発酵による食品の機能性修飾のイメージ（アグリバイオ, 7, 372-374, 2023より一部改変）

15広 報  な が よ　2023 年 8 月号　No.809

令和５年住宅・土地統計調査を実施します　
基準日：10月 1日㊐

□問政策企画課　☎801-5661

住宅・土地統計調査へのご協力をよろしくお願いします！

Ｑ．住宅・土地統計調査とは？
Ａ．統計法に基づいた国の統計調査で、住宅や土
地の保有状況および世帯の居住状況などの実
態を調査し、その現状と推移を全国および地
域別に明らかにする調査です。昭和２３年から
５年ごとに実施され、今回が16回目の調査にな
ります。

Ｑ．調査の対象となるのは？
Ａ．全国で約340万世帯の方々を対象とした抽出調
査で、長与町では約700世帯が対象となりま
す。対象となった方へは9月中旬頃から調査員
が訪問します。

Ｑ．平成30年住宅・土地統計調査の長与町の結果は？
Ａ．長与町内の住居世帯のある住宅総数は15,480
戸で、平成25年と比べて増加しました。

	 また、建築の時期別住宅数をみると、平成3年
〜12年の間に建てられた住宅が全体の3割弱を
占めていることがわかりました。

	 空き家率については、県内市町の中で、長与町
は9.6％と低い状況となっています。

Ｑ．どんなことがわかるの？
Ａ．住宅市場の現状を捉えるとともに、今回の調査
では特に、超高齢社会を迎えている我が国に
おける高齢者の住まいをより的確に把握するこ
とを目的としています。

Ｑ．個人情報は守られるの？
Ａ．皆さまが安心して回答できるよう、統計法では、
①統計調査従事者の守秘義務②目的外利用の
禁止③調査票等の適正な管理について定めて
おり、個人情報は厳格に保護されています。

市町名 空き家率 市町名 空き家率

長崎市 15.4% 五島市 24.2%

佐世保市 16.2% 西海市 20.0%

島原市 16.7% 雲仙市 14.2%

諫早市 11.4% 南島原市 17.3%

大村市 10.6% 長与町 9.6%

平戸市 17.2% 時津町 8.3%

松浦市 19.8% 新上五島町 27.5%

対馬市 18.5% 　 　

壱岐市 13.7%

空き家率（平成30年住宅・土地統計調査）
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長与町の建築の時期別住宅数（推計）
(平成30年住宅・土地統計調査)
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